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冬
の
青
空
の
広
が
る
小
川
町
駅
前
に
集

ま
っ
た
の
は
、古
い
街
の
よ
さ
を
愛
す
渋
め

の
面
々
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
伊
東
孝
志
さ

ん
、小
川
町
職
員
の
内
田
康
男
さ
ん
に
も
案
内
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、歩
き
始
め
ま
し
た
。ま
ず
は
武
蔵

鶴
酒
造
へ
。社
長
か
ら
、日
本
酒
へ
の
熱
い
思
い
を
聞

き
、日
本
酒
と
奈
良
漬
の
味
に
感
激
。次
は
、新
し
い

小
川
町
立
図
書
館
へ
と
歩
き
、神
原
和
子
副
館
長
か

ら
、建
設
計
画
当
初
か
ら
の
経
緯
を
う
か
が
い
ま
し

た
。蔵
を
意
識
し
た
外
観
と
と
も
に
、地
域
に
根
差

し
た
図
書
館
の
あ
り
方
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、旧
カ
レ
ー
工
場
や
、比
企
銀
行
の
古
い
建

物
な
ど
を
見
な
が
ら
路
地
を
歩
い
て
い
る
と
も
う

昼
の
時
間
。街
道
に
面
し
た「
わ
ら
し
べ
」さ
ん
で
、

有
機
野
菜
の
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
客
さ

ん
に
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
の
自
転
車
乗
り
の
方
々
が

多
く
、古
い
街
の
新
し
い
面
も
感
じ
ま
し
た
。

　

食
べ
終
わ
っ
て
裏
口
か
ら
路
地
へ
。街
道
と
平
行

す
る
路
地
に
は
、連
立
す
る
蔵
や
、生
け
垣
の
特
徴

的
な
造
形
な
ど
、歩
き
進
む
に
つ
れ
て
発
見
の
連
続

で
し
た
。そ
し
て
、造
り
酒
屋
の
晴
雲
へ
。こ
こ
に

は
、煉
瓦
積
の
煙
突
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。蔵
の
２
階

初

▲武蔵鶴酒造

▲旧カレー工場

▲小川町立図書館

▲晴雲酒造

▲槻川の風景

▲伊東孝志さんのアトリエで、松本ふみ江さんの話を聞く

は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、小
屋
を
支
え
る
構
造
に
は
鉄
骨

が
使
わ
れ
て
い
て
ユ
ニ
ー
ク
。そ
し
て
、表
通
り
を

歩
き
、落
ち
着
い
た
町
屋
や
、ア
ー
ル
デ
コ
の
香
る
看

板
建
築
に
立
ち
止
り
な
が
ら
、川
の
音
に
導
か
れ

て
、栃
本
堰（
槻
川
）へ
と
降
り
て
い
く
と
、豊
か
な

水
辺
の
空
間
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
し
た
。堰
の
上
の

方
に
は
、比
企
の
名
山
笠
山
が
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
姿
を

見
せ
、川
下
を
の
ぞ
む
と
、欄
干
に
丁
寧
な
装
飾
を

見
せ
る
馬
橋
と
、さ
ら
に
先
に
は
八
高
線
の
鉄
橋
が

見
通
せ
て
、風
土
性
を
感
じ
る
景
観
で
し
た
。

　

次
に
訪
ね
た
小
川
町
和
紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、昭
和
初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
風
を
感
じ
る
よ
う

な
建
築
で
し
た
。そ
し
て
、町
屋
を
改
装
し
た
伊
東

孝
志
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
に
到
着
。伊
東
さ
ん
に
概

要
を
説
明
い
た
だ
き
、松
本
ふ
み
江
さ
ん
か
ら
は
、

小
川
の
和
紙
と
、第
二
次
大
戦
の
時
に
和
紙
で
作

ら
れ
た
風
船
爆
弾
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。お
は
ぎ

に
お
茶
、お
つ
け
も
の
ま
で
用
意
し
て
い
た
だ
い

き
、さ
ら
に
は
伊
東
さ
ん
ご
自
慢
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ま

で
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
没
の
時
刻
が
近
づ
い
て
き
た
の
で
、伊
東
さ
ん

の
ア
ト
リ
エ
を
後
に
し
、小
川
駅
ま
で
歩
き
ま
し

た
。途
中
、女
郎
う
な
ぎ
の「
福
助
」の
玄
関
に
お
邪

魔
し
て
、見
事
な
天
井
の
レ
リ
ー
フ
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、駅
で
解
散
。お
酒
の
味
が

忘
れ
ら
れ
な
い
輩
達
は
、お
土
産
に
と
武
蔵
鶴
酒

造
に
向
か
っ
て
行
っ
た
よ
う
で
し
た
。人
文
の
香
り

高
き
街
に
乾
杯
！　
　
　
　
　
　
　

 　

 

（
Y・A
）

小
川
町
ア
ー
ト
散
歩

目
と
舌
と
耳
で
楽
し
ん
だ
ア
ー
ト

スケッチ：青山恭之
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「
ア
ー
ツ
前
橋
」視
察
と

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

◀「磯辺湯活用プロジェクト」のひとこま

▲アーティストの白川昌生さん（右）のガイドでいざ出発 ！ ▲「前橋食堂」プロジェクト展開中の増田拓史さん

▲アーティスト八木隆行さんが運営する「Ya-gins」

▲SMF ラウンドテーブル

▲SMFメンバーの活動報告

▲昨年10月に開館したアーツ前橋のアットホームなカフェ

▲アーティストやキュレーターのシェ
アハウス「Maebashi Works」1F
のギャラリースペース

▲「旧安田銀行担保倉庫」2階には暗闇に不
思議な作品が浮かび上がる

月8日、私たちはＪＲ前橋駅に降り立ちまし

た。目的は、先ごろ（10月26日）開館した

「アーツ前橋」とその周辺で展開している

アートの現場を視察するとともに、12月に開催する

「SMFラウンドテーブル2013」の打ち合わせを兼ね

ています。10時半にアーツ前橋の前で待っていてく

ださったのは、開館記念展にも出展しているアー

ティストの白川昌生さんとカナイサワコさんでした。

挨拶もそこそこにまずは周辺を散策しましょうという

ことになり、歩きはじめました。ルートは、中央通りか

ら弁天通りへ至るアーケード通りで「国際交流広場

まちなかサロン」「ya-gins（ヤーギンズ）」「旧安田銀

行担保倉庫」「Maebashi Works（マエバシワーク

ス）」を順に案内していただきました。

　「ya-gins」は、アーティストの八木隆行さんが運

営するギャラリーで、奥に座敷のあるアットホームな

スペースです。「旧安田銀行担保倉庫」は、もともと

生糸や繭の倉庫でしたが、現在は一階に画廊と骨董

店が入っています。更に二階が（普段は見られないの

ですが…）プライベートギャラリーになっていて、

真っ暗な空間に窓の明かりを利用したアート作品が

展示してありました。次に訪れた「Maebashi  

Works」は、アーティスト（カナイさんのアトリエもこ

こにあります）やキュレーターがシェアしている4階

建て建物で、細い階段を上ってめぐる内部は、和洋

折衷の様式がパッチワークされた異空間が続いて

いて、屋上（？）に出るとちょうどアーケードの上が見

渡せる秘密のビュースポットへたどり着き、午前の視

察を終えました。

　昼食をWorksの隣の蕎麦屋で摂った後、午後一

で開館記念展を鑑賞、アーティストトークにも参加

し、「磯部湯活用プロジェクト」を観てアーツ前橋に

戻りました。アーツでは住友館長も加わり、アーツ前

橋を含む前橋の今後について意見交換を行いまし

た。館長曰く、これまでは準備期間ということもあっ

て地域での活動がメインだったが、館ができてしまう

と展覧会に追われることになるだろう。お陰さまで外

部の方々の注目度は、まずまずだが、地域に対しては

なじめていない面もあるので、今後は地域の人々と

の接点を如何に厚くしていくかが課題、などの現状

分析について伺いました。

　12月22日のラウンドテーブルでは、前橋文化推

進会議の副議長を務められた福西敏宏さんと

「ya-gins」の八木隆行さんにお越しいただき、前橋

のアートシーンの現状について語っていただきまし

た。全体を二部構成として、前半に本年度のSMFメ

ンバー活動報告を行い、後半に前橋の現状を伺って

から全体で討議をするというスケジュールで開始し

たものの、SMFメンバーの活動報告が大幅に時間を

押してしまい、前橋からお招きしたゲストを呆れさせ

る一幕も。

　福西さんからは、アーツ前橋が開館するまでの周

辺地域での取り組みと開館時の様子について報告

をしていただき、八木さんからは前橋で現在起こっ

ていることについてアーティストの視点から語って

いただきました。八木さんがおっしゃるには、現在前

橋で起こっていることは、大学や行政などの組織を

背景とした社会的な動きというより、様々な個人が

個別の考えに基づいて行動していたことが、結果的

にボリュームがある全体的な動きに見えている、とい

うことが特徴かもしれない…という見解が示されま

した。今後は個々の動きをどうやってつなげていくか

が課題で、印刷物の配布やネットワーク上の情報共

有を試しているところですが、基本的に一人一人が

できることをやりながら今後の展開を模索している

ところで、できれば文化系女子などがもっと集まって

くれるといいなという、ぶっちゃけトーク（？）も飛び出

す、熱い討議が続きました。

　後の懇親会では、社会芸術／ユニットウルスの吉

田富久一さんも加わり、これまでの群馬の様子につ

いても話が及び、さらにディープなアート談義に花が

咲きました。　　　　　　　　 　　　　　　 （I.S）
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